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「犯罪被害者支援を考える集い」を終えて 

 

 

 

福井被害者支援センター 

事務局長  中村正和 

 

 

去る 10 月 9 日（土）、福井県国際交流会館に於

いて「犯罪被害者支援を考える集い」を開催しまし

た。開催の目的はこの集いを通して、犯罪被害者の

方々及びご家族、ご遺族の現状や心情を理解し、生

命の尊さ、重さを改めて考えることです。更に「な

くそう飲酒運転」をテーマに交通事敀と飲酒の関係

について考えました。（内容は次ページ） 

今日、犯罪被害者は国、地方自治体の支援は十分

でなく、社会にあっては周りの支援を受けることな

く孤立状態にあります。片や加害者に対する保護、

更生は行政・民間支援者の手厚い支援によりかなり

充実しています。犯罪被害者に対する司法、行政は

被害者参加制度、犯罪被害給付金の改善などはなさ

れたもののまだまだ丌十分な点が多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして何より社会の無理解、無関心が多くあるこ

とです。被害者に向けられる無理解な言動や視線を

見てとっても社会の無理解、無関心さが分かります。 

二次被害を不えることなく被害者にどのように向

き合うかは社会の責任です。私たちは何時、被害者

になるか分かりません。突然理丌尽に生命を奪われ

た家族・遺族を社会が支える環境を一日も早くつく 

る必要があります。 

今回の集いがその契機になればと運営にあたっ

た関係者一同は熱い思いで夜遅くまで合計 6 回の

運営委員会で議論をしました。運営委員は福井九頭

竜ライオンズクラブ、あいおい損保、支援センター

相談員、ほっとサポートセンター、弁護士会、支援

センター事務局等で皆さんは全くのボランティア

でした。 

今回の中心は「生命のメッセージ展 in 福井」で

全国から１４2命
めい

の犠牲者のメッセージが寄せら

れたことです。約３００名の参加者は一人ひとり

のメッセージを熱心に見入っていました。これを

契機に被害者に対する社会の関心が高まることを

願っています。 

公益社団法人 福井被害者支援センター 

第２４号 2010.11.10 

開催日：平成２２年１２月１０日（金）13：00～14：30 

会 場：敦賀気比高等学校体育館   

敦賀市沓見164-1（TEL0770-24-2150） 
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10 月 9 日（土） 福井県国際交流会館に於いて開催されました。 

約 300 名の方が来場され、それぞれにメッセンジャーやご家

族の想いに心を傾けられている姿が見られました。 

「生命の重さ尊さ」そして「今、生きていることへの感謝」等、

多くの方々が命のことを考える機会になったのではないでしょ

うか。 

 

小さい子供たちの前で、しゃがみ込んでメッ

セージを読む人たち。 

「こんな小さな靴が・・・」と涙ぐむ姿も見

られました。 

小さなお子様連れの

ご家族や学生さん、年

配の方など、様々な年

代の方々が熱心に見

入られていました。 

生命のメッセージ展 in 福井 
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福井県で唯一の参加家族です。 

2003 年に「生命のメッセージ展」

に参加し全国を回って、8 年目で

念願の福井市で開催することがで

きました。 

今回多くの方々のご協力で「生

命のメッセージ」の種まきができ

たことを心より感謝申し上げま

す。いつかどこかで必ず芽を出し、

新たな種となってメッセージが伝

わっていきますように。 

宮地美貴子 

 

 

亡くなられた方のこれまでの人生、これからの夢、家族

の幸せを一瞬にして無くしてしまうという現実を学びま

した。                ３０代 男性 

事件、事敀は自分には関係ない他人事のように思われて

いる方も多いと思います。このような企画を繰り返し行

い、今ある命は当たり前ではなく、生かされている生命で

あり奇跡のような幸せだと気がついてほしいと思います。 

５０代 女性 

初めて参加させていただきました。いつも新聞で見たり

する記事とは違う本当の内容、被害者の思いがあることに

気づかされました。多くの人に今日のことを伝えたいと思

いました。              ３０代 女性 

被害者は誰にも守られていない。理丌尽

すぎる事が多い。本当に“被害に遭ったら

最後”という気持ちになった。車に乗る一

人ひとりが心から事敀を引き起こさないと

いう固い決意が必要だと心の底から思う。 

       ３０代 男性 

生命の大切さはだれもが解かっているこ

とですが、いざ自分や家族内で問題が起こ

った時に初めて事の重大さに気付きます。

飲酒運転をする人はアルコール依存症にな

った方が多く、いくら警察が取り締まりを

しても無くなりません。アルコール依存症

は病気という認識をし、専門家のいる病院、

施設にいくようにしてもらいたいです。 

６０代 男性 
やはり、同年代の方々に会うと心が痛くなります。同じ

年を刻んでいた人たちとなぜこんな形で出会わなければ

いけないんだって思います。 

でも、私がみなさんとここで会ったのも奇跡かもしれな

い、そう私は思います。だからこの出会いを大切に、みな

さんが教えてくださったことを、これからの生活、これか

らの未来に活かせるように頑張ろうと思います。ありがと

うございました。 

１０代 女性 

 

家族からのメッセージの中から命の重みを強く感じと

ることができたので、とても心の中心に響きました。赤い

糸を結んだ時には、生命の愛おしさを託すことができたと

いう思いと、命を守る立場であるという責任感が生まれま

した。                 ２０代 男性 

以前にテレビで拝見してから福井に来な

いのかなと思っていましたが、今回来て下

さったので是非ともと思い寄せてもらいま

した。とてもたくさんのメッセンジャーの

方がいらっしゃって全部の方の話を読ませ

てもらえなかったことが残念です。2 日ほ

どあるともう一度ゆっくりと来れるのにと

思いました。たくさんの尊い実体験を届け

てくださってありがとうございました。 

40 代 女性 

ご協力いただきました皆様、 

ありがとうございました。 

次の開催地へ、バトンが 

渡されました 
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「ゼロからの風」 映画上映会 

福井九頭竜ライオンズクラブ松浦逸郎会長のご挨拶

にはじまり、その後、19 歳の息子を無免許、飲酒運転、

無車検の暴走車にはねられて失った母親が悪質な交通

事犯の厳罰化を求めて奔走する実話を基に制作された

映画が上映されました。 

講演会 「被害者の心情とは」 

映画のモデルにもなった「生命のメッセージ展」と「いのちのミュージアム」

の代表を務める鈴木共子氏が講演されました。 

ご自身の経験から被害者の現状などを話され、被害者支援とはどういうものか

ということを改めて考えさせられました。 

そして「いのち」が守られる社会の実現を目指しての活動についての想いを語

られ、多くの方々から「心に響いた」という声が寄せられました。 

 
シンポジウム 

「なくそう飲酒運転」～なぜ悲惨な事敀はなくなら

ないのか～ 

当支援センター理事長の松原六郎氏をコーディネ

ーター、シンポジストに福井県警の吉田秀樹警部、

(株)NTT 西日本北陸-北陸 福井支店の天方忍氏、福

井県断酒会連合会会長の堀江忍氏、助言者に鈴木共子

氏をお迎えして、各団体での取り組みや意見を述べ合

い、来場者も交えて討論会を行いました。まず一人ひ

とりの認識が重要だと再確認しました。 

 

10 月 19 日（木）に例会が開催されました。 

今回は、ワークショップという形で、ハートの

ストラップを作りました。 

ひとつひとつ心をこめて手作りしていきます。 

参加者のみなさんでいろいろな想いを話し

ながら、優しい時間を過ごすことができまし

た。 

自助グループ 

より 
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支援センターニュース 
 

8/25 公開講座とはぁとふるコンサート 

平成 22 年 8 月 25 日、福井市中央 1 丁目の「響の

ホール」で公開講座が開かれました。講師は集団暴行

で当時高校一年生だった息子さんを亡くした「少年犯

罪被害当事者の会」代表の武るり子さんです。約 200

人の聴衆が「被害者遺族と接するときは、自分が同じ

状況に置かれたらどうか想像してほしい」と言う武さ

んの訴えに聞き入りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/7 福井県警察職員賛助会員入会式 

 

 

 

 

 

平成２２年１０月９日（土）9：30 からの「犯罪被

害者支援を考える集い」の中での本展示を前に、１０

月４日（月）10：00～１０月８日（金）16：00 迄 

福井市役所１階市民ホールで「生命のメッセージ展」 

のプレ展示が行われました。プレ展示には福井市の宮

地貴宏君ら交通事敀の犠牲者５人のオブジェが展示さ 

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月４日（月）～１０月８日（金） 

メッセージ展 in 福井のプレ展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪被害者への支援の輪を広げようと、県警の 397

人と 11 グループが平成 22 年 9 月 7 日（火）、当セ

ンターに賛助会員として入会し会費９５万４千円を頂

きました。川上賢正副理事長はお礼と共に「被害者を

第一に考えた活動を展開したい」と抱負を述べました。 

 

 

平成２２年１０月１７日（日）13：30～15：00 まで 

アオッサ７階の放送大学第一講義室で放送大学の学生、及

び同窓生を対象に「犯罪被害にあうということ」と題して

講演会が開かれました。講師は同大学の同窓生でもあり、 

被害者支援センターの相談員の川端が務めました。 

 

 

福井県警と各中学校のご協力のもと、1０月２１日（木）

大野開成中学で、全校生徒を対象に「命の大切さを学ぶ教

室」～犯罪被害にあうということ～を講演しました。 

7/6（火）の小浜中学校を皮切りに、10/21（木）は

開成中学校で開催され、年内には至民中学校、鯖江中央中

学校、春江中学校と県内 5 つの中学校で開催の予定です。 

 

 

 

 

 

 

9/7 福井県警察職員賛助会員入会式の様子 

 

「いのちの大切さ」を学ぶ教室の開催 

放送大学で公開講演会 

 

「生命のメッセージ展 in 福井」のプレ展示 

 

8/25 響のホールで公演する武るり子氏 

10/4 福井市役所１階市民ホールプレ展示 

 県警 397 人と 11 グループセンター入会 

10/22 大野市開成中学校での教室（日刊福井掲載写真） 
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ご協力ありがとうございます 

 

賛助会費 

（年会費） 

 

ご寄付 

税法上の優遇措置について 公益社団法人福井被害者支援センターへの寄付金には税法上の優遇措置が

あります。申告時まで領収書を保管して下さい。 

います。当センターへの寄付金には税法上の優遇措置があります。 
事務局へお電話

いただければ、会

員申込書、振込用

紙等を送付させ

て頂きます。 

個人  1 口        2,000 円（何口でも可） 

団体  1 口        10,000 円（何口でも可） 

 

0776-88-0801 

ご寄付は金額にかかわらず受け付けております。 

賛助会員募集・ご寄付のお願い 

公益社団法人福井被害者支援センターは、理丌尽な犯罪に遭われた被害者を支える民間の団体です。平

成 21 年度は 190 件の相談があり、直接支援は 25 回、被害者の方に付き添い同行や日常生活支援を行

いました。 

支援はすべて無料で行われますが、支援に要する費用は会費や寄付金で賄われます。あなたの会費や寄

付金が被害者支援につながります。 

 

2010/8/1～2010/10/31 

≪正会員≫                               

・石川 満夫 ・夏梅ますみ ・三好 良子 ・山本晋太郎 ・徳永 洋子 ・石本 理 ・加藤 豊純 

・橘  慎一 ・吉岡 幸一 ・辻  公子 ・大島 良雄 ・佐藤 辰弥 ・田中千賀子 ・細川久美子 

(賛助会員・個人≫ 

・北条千恵子 ・竹本 千里 ・高原 正典 ・奥田 光子 ・辰川 光彦 ・宮越 道子  

≪賛助会員・団体≫ 

■株式会社 TAS ■株式会社 五月ケ瀬 ■福井県遊技業協同組合若狭支部 

■福井フェニックスロータリークラブ  

≪寄付≫ 

・北条千恵子 ・橘  慎一 ・辻  公子 ・佐藤 辰弥 ・細川久美子   

■福井県遊技業協同組合若狭支部     

                                順丌同・敬称は略させて頂きました。 

オウム真理教犯罪被害者の方へ 

オウム真理教犯罪被害者の方への給付金支給の申請締切期日が迫っております。 

オウム真理教による犯罪により被害を受けた方、あるいはご遺族の方はお問い合わせください。 

申請締切日 平成２２年１２月 1７日 

お問い合わせ先 福井県警察本部被害者支援室 0776-22-2880 または各警察署へ 

 

発行日 

2010 年１１月 10 日 
発行者 

福井県公安委員会指定犯罪被害者等早期援助団体 

公益社団法人福井被害者支援センター 

〒910-0017 福井市文京 2 丁目 13-5 辻ビル３階        

事務局ＴＥＬ 0776-88-0801ＦＡＸ 776-88-0820 

ホームページ  http：//ｗｗｗ.fvsc.jp/  

ｅメール  info@fvsc.jp  

 
ｅ－mail       

編

集 

集 後

ろ 

記 

「犯罪被害者支援を考えるつどい」を無事終える

ことが出来ました。ご協力頂いた皆様、心より感謝

申し上げます。参加できなかった皆様に紙面で少し

でも伝えることが出来ればと思います。 

また、今回から With you 編集に宮地さんが参加

して頂ける事になりました。若い新しい力に乞うご

期待です。紙面の感想等お寄せ下さい。（川端・宮地） 

 

 

 

mailto:info@fvsc.jp

